
Proceq
GP8800
簡易操作マニュアル



GP8800 セット内容

ｱﾝﾃﾅ本体(左)&ﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾟｯｸ(右)

アンテナ本体(側⾯1）

アンテナ本体(側⾯2）

電源ボタン

Type-C

AC電源⽤ 電源⽤
USB

Wifi⽤
USB

ﾏｸﾞﾈｯﾄ部を合わせて
セットする



専⽤のアプ
リをダウン
ロード
&

アカウント
登録

1）AppStoreを開く⇒「Proceq」で検索⇒「Proceq GPR Live」をダウンロードする

2）ｱﾌﾟﾘ(ｱｶｳﾝﾄ登録)⇒ｱﾌﾟﾘを開く⇒「ｻｲﾝｲﾝ」をｸﾘｯｸ ｱｶｳﾝﾄを作成する
⇒ﾕｰｻﾞｰ情報を登録空欄を全て記⼊

3）登録したﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽに確認ﾒｰﾙが届くURLをｸﾘｯｸし登録完了⇒登録したﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ・
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを⼊⼒しﾛｸﾞｲﾝして完了



アプリとアンテナ
の接続⽅法

iPadのwi-fiをオンにして
「プローブ」をタップ

「スキャン」をタップ iPadのカメラでアンテナ本体
のQRコードをスキャンする

アンテナ本体にバーテリー
パックを装着し「電源」を
⼊れる⇒アンテナ側の⻘⾊
ランプが点滅から常時点灯
するまで待機（約1分）

接続中… 「接続」を確認

※接続中はアンテナとiPadを近くに置き動かさないように注意する

※メーカーのチュートリアルの動画
もあるのでこちらも参照ください

以前にQRコードをスキャンした場合
はこちらで接続



※アンテナ本体の電源
ボタンまたは「●」を
タップしてアンテナを
進⾏⽅向へ進めて測定
開始させる
測定終了時は「●」を
もう⼀度タップ

※ピンチアウト、ピンチインの操作により縦⽅向、
横⽅向へ画像を引き伸ばしたり縮めることができる

※かぶり厚さを確認す
るときは画⾯左側から
スワイプすると波形が
現れる。波形は従来の
レーダの波形とは異な
り、左側に振れている
最⼤波形にカーソルを
合わせる。

※鉄筋のマーキングは
鉄筋波形の頂上部分がア
ンテナ本体側⾯の中央に
刻まれている印の部分と
⼀致するので
印部分にマーキングする

測定⽅法 波形画像の縮⼩拡⼤

かぶり厚さ確認⽅法

鉄筋マーキング位置

測定・かぶり測定画⾯・マーキング⽅法



測定画⾯の調整⽅法

−調整⽅法−
⾃動利得①を「ON」にする。
微調整したい場合は⾃動利得を「OFF」に
し、線形利得②で上層部の濃淡調整を⾏い、
時間利得補正③で下層部の濃淡調整を⾏う。
利得の調整④を「OK」にすると⾃動利得
のデータに戻る。
Background Removar Depth ⑤で深さによ
る濃淡調整を⾏う
上記調整した最終データが⾃動保存される

測定画⾯

①

②

③

⑤

④



GP8800のメリット&デメリット

メリット
• 最⼤探査能⼒650㎜(ﾒｰｶｰ)
• 幅広い周波数のため、今まで探査

できなかった埋設物が検出可能に
なった。狭い場所での探査が可能。

• Ｗi-Fi通信による無線化
• AR(拡張現実)2Ｄ、3Ｄ投影機能
• 計測画⾯が⾒やすい(⾼解像)
• 延⻑ロッドの使⽤で⾼所でも探査

可能
• 軽量(460)ｺﾝﾊﾟｸﾄ (90×90×60㎜)

デメリット
• ⾛査線が曲がってしまう(⼀輪)
• ⼿が⼩さい⼈は持ちにくい(使い⼿

を選ぶ？)
• 通信機器が限定される(ipad)
• Wi−Fiが切れる事が間々ある
• ｱﾝﾃﾅとの接続に時間がかかる
• ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの⼿間がある
• NJJ-105のように前進・後進で鉄筋

位置がプロットできない。


